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【 目 的 】 現 在 、 堆 肥 は 化 学 肥 料 に 代 わ る 肥 料 資 材 と し て 注

目 を 浴 び て い る が 、 堆 肥 の 養 分 供 給 能 は 畜 種 や 副 資 材 に よ

っ て 異 な る 。 そ の た め 、 様 々 な 堆 肥 の 窒 素 無 機 化 量 を 正 確

に 評 価 す る こ と は 作 物 栽 培 を 行 う う え で 重 要 な こ と と 考 え

ら れ る 。 し か し 、 畑 土 壌 と 混 和 し た 時 の 堆 肥 か ら の 真 の 窒

素 無 機 化 量 を 定 量 し た 例 は 見 ら れ な い 。 そ こ で 、 本 実 験 で

は 畑 土 壌 に ４ 種 類 の 堆 肥 を 施 用 し 、 15 Ｎ を 利 用 し て 培 養 実

験 で 堆 肥 と 畑 土 壌 を 混 和 し た と き の 真 の 窒 素 無 機 化 量 を 定

量 し た 。 ま た 、 ポ ッ ト 試 験 で コ マ ツ ナ の 堆 肥 か ら の 窒 素 吸

収 量 を 評 価 し た 。

【 試 験 方 法 】 供 試 土 壌 ： 山 形 県 農 業 試 験 場 畑 土 壌 。 供 試 堆

肥 ： 牛 糞 堆 肥 、 牛 糞 籾 殻 堆 肥 、 牛 糞 バ ー ク 堆 肥 、 籾 殻 堆 肥 。

添 加 窒 素 量 ： 栽 培 実 験 お よ び 培 養 実 験 と も に 200kgN ha-1 相 当

量 の 堆 肥 を 添 加 。 栽 培 実 験 ： 人 工 気 象 室 内 で コ マ ツ ナ 8 週

間 ポ ッ ト 栽 培 、 圃 場 容 水 量 60%、 設 定 温 度 25℃/25℃。 培 養 実 験 ：

0 ～ 10 週 間 土 壌 培 養 、 圃 場 容 水 量 60%、 設 定 温 度 25℃ 。 測 定

項 目 ： 堆 肥 C:N 比 、 真 の 窒 素 無 機 化 量 、 植 物 体 窒 素 吸 収 量 、

中 性 リ ン 酸 緩 衝 液 (PB) 抽 出 有 機 態 窒 素 量 、 堆 肥 肥 効 率 ( 堆

肥 ＋ 畑 土 壌 と 畑 土 壌 の 植 物 体 窒 素 吸 収 量 と の 差 か ら 算 出 ) 、

堆 肥 由 来 窒 素 無 機 化 量 ( 堆 肥 ＋ 畑 土 壌 と 畑 土 壌 の 真 の 窒 素

無 機 化 量 と の 差 )

【 結 果 】 1) 真 の 堆 肥 由 来 窒 素 無 機 化 量 は 見 か け の 窒 素 無 機

化 量 と 比 較 し て 、 ど の 処 理 区 に お い て も 増 加 し た 。 ま た 真

の 堆 肥 由 来 窒 素 無 機 化 量 は 堆 肥 の 種 類 に よ っ て 異 な っ て い

た 。 2) 堆 肥 C:N 比 が 低 い も の ほ ど 、 8 週 間 の 見 か け の 窒 素 無

機 化 量 は 増 加 す る 傾 向 が あ っ た 。 3) 植 物 体 窒 素 吸 収 量 は 処

理 区 に よ っ て 異 な り 、 培 養 8 週 間 の 真 の 堆 肥 由 来 窒 素 無 機

化 量 が 多 い ほ ど 、 植 物 体 窒 素 吸 収 量 、 堆 肥 肥 効 率 が 増 加 す

る 傾 向 が あ っ た 。 4)PB 抽 出 有 機 態 窒 素 量 が 多 い ほ ど 、 堆 肥

か ら の 真 の 無 機 化 窒 素 量 も 増 加 す る 傾 向 が み ら れ た 。


